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経消の安定イ氏成士主時代に入り,企業の椎骨が遠から閂への転枚期に羊L

#卜かっていると言われる一呪イ亡,最も重要な課題は口主技術の碓二Iエをねらい

とした研究開発の充実である√)この中にあって【J‾仁聾竺作所は,中火研`究†叶,

臼‾､エ研究所,機械研究所,垢十力研究r叶,生産技術研究I叶,システム開発

研究上叶,デザイン研究所及び家電研究所の八つの研究機関を持ち,それら

の数多くの研究部PLJと事業部,工場とのF抑二強力な共同体制を収りながら,

プ.I壬礎研究よリ1二業化研究ハ＼と幅広く課題をとらえ,前々とJ戊果を挙げつつ

ある｡その
一端をここに紹介するが,2章以下の各製品の展望もまた,す

べて士言い地道な研究開発の成果であると言っても差し支えないものである｡

まず国家的要請の弓重いテーマの,政杯j二による大型プロジェクトに関して

は,日二〔た要望作所はサンシャイン計画をはじめとして郡市系廃棄物の資源再

′卜利用システム,一電与ミ自動車,パターン情報処坪システム,自動j‡亡総†ナ管

制技術などにを加し,鋭意研究を進めている｡また官公庁からの肋成を′受

けているものとしては,高効や熱‾交換器の開発に関する実用化試作,何代こ

材料分析機器システムに関する研ブ己試作などがある｡.

日立雪望作所グ)告望品に関するものとしては,これらが多椎多様で,その研

究開発の内容も非常に幅の広いものであるが,新技術,新製.ローを目指した

先行開発から一呪整望品の改良,例えば製品の件能,安全性,イま捕吏件などの向

_Lノ女び仙松帆i械のための設六｢,省エネルギー化,I‾`1勧化が放り込まれてい
る｡

先行開発については,光ビデオ ディ スク川半特休レーザ ピックア､ソブ,

れJ完･貴官亨油ハイプリソド オ'ス化プロセスの開発,ターボj令i束機用高什能

熟女･換器の開発などかあり,現製品の改良に関するものとしては,ブラッ

ク マトリックス カラー′受像管製作用新規ホトレジスト,電プJ用ダイオー

ドの化も綿実･高速度化グ)開発などがある｡また,祇至芸技術に関するものと

して､Ⅹ繰回抑による斯Lい材料強J空評価法の開発,レジン モ【ルド応用

技術などがあり,その他,高速回転体粘動解析オンライン システムの開

発,電解研削など日_､ンニ‾塑望作｢叶の技術紙fナカの結果とこえる多くの研′先成果

を挙げることができる｡

二れらは既に工業化に大きく踏み出したものが含まれており,そうでな

いものも早期聖望品化を目指して技術トランスフ7一に三鋭意努力している｡

光ビデオ ディスク用半導体レ

ーザ ピックアップ

カラ【 テレビジョンに次ぐ有力家庭

†に～(彗･望品の一つと+切符されている光ビ
デオ ディ スク プレ【ヤ用の小形で簡

易なピックアップを開発Lた(図1)｡

従来のピックアップでは光i偵とLて高

価で大形なヘリウムーネオン ガス レ

ーザをfl卜､光学系の梢成も松雄になっ

ていた｡このIH】題点を解決するために､

本ピックアップではR_､ソニ李望作析で開発

したカニ発光(スポット往約1/∠m)の埋

め込みヘテロ形二仁導体レーザを光子原と

して用し､,故に,ディ スク再/土用の利

子卸イ‾i了号とし句イ象仁子号を検出するための光

′三デ:系とLて,新たに開発した構成の簡

単な1軸うと東方式を月]いている｡これ

によって,従来の件能を保ったまま休

校が去と小形化され,1更に,部rFJl数も

従来の半分符丁空になり装帯の調整保守二

が大巾副二谷易になった｡今後,一家庭用

プレーヤの†氏コスト ピックア､ソプと

して実用化が其耶寺される｡

プ■ラック マトリックス カラー

受像管製作用新規ホトレジスト

ンャドゥ マスクの再加1二なしに,

カラー ブラウン管のブラック マトリ

ックスを製作する場合,他用するホト

レジストとしては,一一定強度以下の光

に対して柾端に感度が低下する,いわ

ゆるヰ‖反則不軌形のホト レジストが望



図3 高圧流動層ガス化装置
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図2 新規相反則不軌形ホトレジストを

用いて製作したブラック マトリックス

ましい｡ノトLd開発したホトレジストは､

水溶件高分イーとして､アクリルアミド

とジアセトンアクリルアミド共屯イナ休

を川い,これにビスアジド化でナ物とを

組みでナわせたものである‥ このホト レ

ジストをイ射1Jして磐望作したブラックマ

トリ＼ノクスを図2に示す｡このホト レ

ジストのl詞発により,従米の不‖反則形

ホトレジスト(PVA一束クロム酸塩)

では困難三とされていたシャドウ マスク

の再加Tなしに,極めて山田なブラッ

ク マトリックスが塑竺作‾可能となった｡

電力用低壬邑失･高速度ダイオー

ドの開発

`【㍍-f▲計軍機やそのJ一郎召機器など,帆

′正庄の電†憤装讃を′卜什列葦毛毒圭化するには

表l 電力用低損失･高速度タイオードの

主な仕様

項目
タイプ A B

順電圧降下(150Dc) 0.55Vlン下 0.65V以下

0.85V以下(250c) 0.76V以下

プ繰返しせん頭逆電圧 50V 100V

定格平均順電)充 30A 30A

逆 電;充(ほ00c) 3mAlよ下 3mAl⊥下

逆 回 復 時 間 0.1〃S以下 0,2/JS以下

150Dc動 作 接 合 温 度 一一40～

非繰返Lサージ電流 600A

應

㌔㌔

㌔
材㌦宍淵巧

州′て;㌦計

ノ汐1

順方l｢り1竜上土降‾卜が帆く,高.墟スイ､ソナ

ング柑作が良好で,かつ許ノ存逆転f止比

の高いヤさ流用ダイオードが必要である｡

そのため,pn接′ナの不純物分布とデイ

オーードの順方巾J年刊牛の関係を〕理‾.子汀打的に

≠畔析した結果をもとに,析Lし､pn接†ナ

帖造を巧･楽し,従米の拭けか｢ラ去十に比

べて■は力‡日光の50%低汁釘二成Jカした｡ス

イ､ソナング速比は従来の1モドープ形デ

イオーードとドFJ等以卜である｡また逆‾万

Irりリーク電流が小さいので1500c(接ナナ

f址比)まで動作可能である〔〕

ニのため,冷.印フィンは従水の拡散形

素j′ヤシヨットキーー ダイオードク)-㌻以

‾卜に小形化できる｡表1にその仕様を

ホす｡)

石炭･重質油ハイブリッド ガ

スイヒプロセスの開発

エネルギー源の多様化に対処Lて,

イ｢〃こと屯乍て貢油を托占でナしたハイプリソト

ナ京料を高圧三【‾lての流動層ガス化炉でスチ

ームと地素により連続的にガ､ス化し､

砧カロリーでクリ【ンな燃料ガスをごき望

造するプロセスを1凋発している｡

木プロセスは,(1)止こ範｢何のオH是の

利用が‾百r能,(2)愉j去や供紛が芥妨,

(3)高カロリM ガスが鞘やすいなどの

利点があり,イ√′犬だけでなく,脱硫が

困難主なため今授ますます余剰になる市

官′ぎ油(7スファルト)をもクリ--ン燃料

ガスに坐検するところに大きな特徴が

ある(図3).⊃

本桝′光は通商権某省サンシャイン.さ十

仲jc7)一土器として行なっているものであ

り,我が匡l独朽のプロセスとしでその

成果がi主目される｡

高速回転体振動解析オンライン

システムの開発

近年,担♪転機イ城は人存:退化,高,妙師

宣丘化のすう勢にあり,振動的には践L

い斗犬況になっている｡そグ)ため,フイ

【ルド データの迅速な収束,正確な

分析など高能率･高精性の軸振動背理

が要求されている｡そこで/ケ回,ミニ

コンピュータを利用し,たオンライン帥

振動解析システムを開発した｡本シス

テムでは,多よの批勧披形のド小寺収込

み,批動応答の分析,CRT(Cathode

Ray Tube)卜への表示など,一一連の回

_転機械の振垂州犬批のモニタリ
ングが



図4 バランス前後の振動応答の比重交

吋能である｡更に,これらのフイ【ル

ド データをもとに,去をき響係数i某によ

る仲性ロ【タ バランス解析ができる

(図4)｡

木システムを遠心分離機,ポンプ軸

系のフィールド バランスに過用し,バ

ランス作業時FJ～jの加納など†～如Lた成績

を村た｡ の

N

の

ターボ冷凍司幾用高･性能熱交換器

の開発

L一卜占;生望作巾は,昭和50牛性ノ之び51年

性過商権某省串+若枝術研`先開発照袖肋

令の交付を′受け､小形砧惟能200RT

ターボ冷一束機を開発した｡i令i束機の/ト

形高性能化を果たすには,熱交換器

(恭発音㌫
一錠紙器)の小形i別牛能化が克之

も市要である｡

このため,仁七熱帯に口_､ンニ`iに根株ノ(会

祉と共同で開発した高性能仁ミ熱管｢サ

ーモエクセル+を採用し,蒸発器,凝

締卜器の熱通過率をそれぞれ約50%r‾F】j_L

させることができた｡

ニれにより,fよ熱管壬主は仝†本で約30

%知新占iされた｡

また,性能向_■1二により梢造が従米に

比べ簡素化され,冷一束機全体の大きさ

は図5のように,答柿で20%,据付面

積で21%,重量で24%それぞれ低減さ

れ大幅な小形化が達成された｡

今後更にこの技術をJ応用L,大谷量

ターボ冷?束機や小形空調機などの′ト形

化,高性能化を強力に進める予定である｡

圧縮機-モータ ユニット

3,000

蒸発器一凝縮器(試作熟交換器)

(a)研究試作機

圧縮機wモータ ユニット

⊂)

N

の

凝縮器

蒸発器

1,320

凝縮器

威靡

4,180

蒸発器

(b)従来横(HC-13)

図5 200RTターボ冷凍機寸法比重交

1.200

′巧



図6 白色×線応力測定装置光学系

図7 2輪車用レジン モールド点火コイル
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X繰回折による新しい材料強度

評価法の開発

白色Ⅹ線による応力測定,ノ女び各純

応川技術を開発した(図6)｡

その技術は次のような多くの特徴を

持っている｡

すなわち,

(1)んじ力脚J定時間が1分以下と,従末

法の去程度以■卜の時間で迅速に測左で

きる｡

(2)さ式料設定イ立置の許容誤差が数ミリ

メ【トルであってセッティ ングが谷妨

て'ある｡

(3)ほとんどすべての種類の令偶につ

いて精度の良い脚J定が可能である｡

(4)表向‾FlOO/∠程怯までの残留んじ力の

内部分布及び加.1二度の分イけが非破壊印J

にI則走できる｡

など,従来技術にない画期的な高件能

化が‾叶能となった｡

なお,本法を破面解析に用いること

によって,破面位i宣に加わっていた実

働応力分布の詳細な推て右を行なう方法

表2 研削能率の比重交

書
取
●

㌣
ね
…

を開発した｡

二れらの新開発技術は､製.1‾7∫のノ女全

亡言設計に大きく寄与一する｡

電解石升削

への応用

NC;台具石升削盤

iヂ｢具,判などの高精比を要する機械

部品の加+二には,泊一具研肖り寸法が重安な

役Hりを米たしている｡しかし,ifi具研

削の対教材官引ま起硬′†企などのく唯研削

材がて卜であl),また加工形二伏グ)制約か

ら数ミリメートル不呈性の小f壬砥イーfの他

用が多く,二のため研削能率が低し､｡

そこで,ナチT具研削の研削了把率と砥イ丁プ､+=こ

才一}のいj_卜を口的とLて,加工物を`】‾E乞も

化･こアイ1(Jにi容解させながら加⊥二する竜一昨

研削をNC(数仲川J御)i≠ト呉研削盤へ応

用し,本研削における克之連な研削条件

放び研削特件を検.汁した｡ニの純米,

従来法と比較Lて加工精度放び表佃あ

らさは】了了J等,並びに研削能率は3倍以

トノ之び砥了1▲プ､】=:命は約8†ご‡に｢rり_卜Lた｡

表2に,でナ1チエ与し鋼と超咄†ナ1モを研

削した場ナナの研削能率の比較をホす｡

レジン モーノレド応用技術

克之jも 機器の小形化,性能｢‾f】J_卜,ljガ

災_卜などの見地から,レジン モールド

技術の広川がJヱこがりつつある〔)

(1)レジン モールド変圧音詩 変nて器

のコイルを,新しく開発したl耐熱件の

高いレジンで注町旦Lたもの(l耐熱竹三H

椎,F椎及びB柁)である｡

(2)レジン モールド モMタ ′ト形モ

【タのステ一夕 コイルを 一付こモールド

し､エナメル線の内部発火抑子札 騒ハニ･

批動の†氏さ成佗び小形化をlズトフている｡

(3)レジン モールド点火コイル(図7)

2車蒜中用一亡よ火コイルをレジン モール

ド化L,l耐熱+性,り推燃性の向卜及び稲

造の堅ろう･′ト形化を阿ってし､る｡

研削法
項目 材 質 段取り･測定時間(min) 荒･仕上研削時間(mln) 総加工時間(m山) 研削能率(倍) 備 考

電解研削

合金工具鋼 21 16 37 2.9 l.研削能率は従来法の了総加工

時間をlとして比重交｡

2.加工対象は8≠×8Jの穴4

箇所

起毛更合金 17

82

38 3.9

機械研削

(従来三去)

合金工具1綱 25 107 l

超硬合金 lZ5 150 l




